








新生児期の神経学的評価を補うものとして,Brazeiton 新生児行動評価がある。この方法は

従来の神経学的検査法にくらべ,より高次の神経機能を評価し,微細な児の変化をとらえる

ことが期待され,発達障害を新生児期に予測する手段としても,従来の方法より鋭敏である

という報告が出ている。 

出産方法の相違が新生児に及ぼす影響をみる目的で,正常出産児5名と,帝王切開出産児12

名について行動評価を試みたので,今回は視聴覚刺激に対する反応性を中心に報告する。 


